
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  「夏季休業日を終えて」 
校長 町田 浩一 

 

 

 長かった夏休みも終わり、２学期がスタートしました。久しぶりに登校する子どもたちの様子を見ると、

一回り大きくなった気がします。 

 私は今年も高校野球にはまってしまいました。優勝候補の強豪校が次々に負けていく中で、どちらが勝

っても初優勝の決勝戦。仙台育英対下関国際の試合、手に汗を握りながら両方の学校を応援しました。い

い試合でした。試合後、優勝した仙台育英高校の監督のインタビューにも感動しました。 

「入学どころか、おそらく中学校の卒業式もちゃんとできてなくて。僕たち大人が過ごしてきた高校生活

とは全く違うんですね。青春ってすごく密なので。でも、そういうことは全部ダメだ、ダメだと言われて。

活動していてもどこかでストップがかかって、いつも止まってしまうような苦しい中で本当にあきらめな

いでやってくれた。全国の高校生のみんなが本当によくやってくれた。（中略）ぜひ、全国の高校生に拍手

をしてもらえたら。」（東京新聞のインタビュー記事より） 

この言葉を聞いてもう一度、選手と監督に拍手をしてしまいました。自分自身の３年間と重ね、出会っ

てきた小学生の子どもたちのがんばる姿が浮かびました。同じ思いでがんばってきた子どもたち。それを

支える学校、保護者、地域の連携。素晴らしい連携プレーでした。そして、それは今の石神井台小学校で

も続いています。 

 がんばると言えば、この夏休み、石神井台小学校の先生たちもがんばりました。研究主任を中心に、４

日間の研修を計画し実施しました。「夏の学び Week２０２２」と銘打ったこの研修は、主体的な先生たち

の取り組みの一つです。区内の小学校にも案内を出し、一緒に学ぶ参加者を募りました。２学期からの授

業に生きる取り組みでした。 

 ２学期のスタートに向けて、たくさんの元気をもらいました。さあ、感染対策をしっかりとりながら、

がんばっていきましょう。 

 今後の行事についても、コロナの感染状況次第で当初の予定から変更することがあると思います。学校

としての最善策を考えて判断していきます。ご理解のほど、よろしくお願いします。 
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●２学期のスタートに向けて                   【生活指導部】  

夏休み、感染症対策の行動制限も昨年度に比べると緩和され、夏休みにしかできないような、有意

義な時間の過ごし方も増えたことと思います。長い休みが

終わり、学校での生活が始まります。学期始めはなかなか

生活リズムが元に戻らない様子が見られます。学校の生活

リズムに合わせた取り組みをお願いします。 

また、上履きや持ち物の記名の確認（一度書いた名前も

薄くなっていることがあります。）絵の具やのりなどの消耗

品が足りているのかの確認を、今一度お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●引き渡し訓練（９月１０日）                【避難訓練担当】 

 昨年度は、コロナ禍のため中止となりましたが、今年度は練馬区一斉防災訓練と

して、全学年で引き渡し訓練を実施します。引き渡し場所は、校庭です。雨天の場

合は、感染症対策の観点から校内での引き渡しは難しいため中止とします。ご承知

おきください。 

 なお、詳細につきましては、本日別紙でお便りを配布させていただきましたので、

ご確認ください。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

●連合水泳記録会                         【６年担任】 

７月に水泳記録会を行いました。新型コロナウィルスの流行に伴って、４年生と５年生の時は水泳の

指導が十分に行えませんでした。６年生になった今年度は、５回授業を行い、バタ足から始まりクロー

ル・平泳ぎの指導をしました。１回目の時から大きく伸びる児童も見られ、継続的に取り組むことの大

切さを感じました。 

水泳記録会本番の日は、自分が選んだ種目で臨みました。低学年や専科の先生、学年の仲間たちが見

つめる中、緊張感ある雰囲気で、最後まで一生懸命泳ぐ姿は大変逞しかったです。こうやって“６年生

だから行う”行事が、６年生としての自覚を生んでいくだと実感しました。 

    



●学年の窓 ２年生                           【２年担当】 

１学期は多くのことを学びました。体育的活動発表発会では、最初は踊りを覚えるのに精一杯でしたが、

練習を重ねていくうちに、発表会へ向けての意識が高まり「よりよくしていきたい！」という思いが増し

てきました。本番を終えた後の子供たちの表情はとても誇らしげでした。１年生と一緒に取り組んだ学校

探検では、はじめて上級生として振る舞う場面に恥ずかしそうにしていましたが、時間が経つと、どの児

童も自信をつけたようです。「楽しかった！」「また、一緒にやりたい！」「次はもっと親切に教えたい！」

等、頼もしい振り返りを発表することができました。 

生活科では、自分で育てたミニトマトの水やりを毎日頑張りました。「トマトの実が赤くなった。」「こん

なに大きくなったよ！」と、目をきらきらさせた報告がたくさん届き、植物の成長に喜びを感じる様子が

見られました。 

「プール開き」では、天候に恵まれない中の水泳指導でしたが、しっかりと話を聞くことができました。

このような経験を活かし、２学期以降、ますます成長していってほしいです。 

 

 

   

 

 

 

            
未納のないようご協力お願いいたします。 

9 月の生活目標 

規則正しい生活をしよう 
 


